






要約:成人期の脳卒中(または脳血管疾患)の発生に対する、小児期あるいは青年期の諸要因

の作用を調べようとした研究論文はごく少数である。脳卒中を扱った文献は全てわが国の

研究者が行ったものであり、外国のものは見つからなかった。これらの文献は、少年期の

2～3年間だけの追跡調査や一時点の横断研究の結果より、少年期の諸要因と脳卒中の危険

因子(例えば、高血庄、高コレステロール血症、肥満等)との関係を解析し、将来の脳卒中

の発生を考察したものであり、少年期あるいは青年期の集団を成人期まで追跡調査したも

のではない。少年期あるいは青年期の諸要因と成人期の脳卒中の発生との関係はまだ不明

瞭な部分が多い。 


